
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃乗物処理計画書

2023年 6月  80日

大分県知事  殿

提出者

住 所  福岡市中央区大名 1-8-10

氏 名 株式会社安藤・間 九州支店
執行役員支店長 黒田 二郎

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電言舌番号 092-724-1131

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 株式会社 安藤日間 九州支店

事 業 場 の 所 在 地 福岡市中央区大名1-8-10

計 画 期 間 2023年 4月 1日 ～2024年 3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事 業 の 種 類 06総合工事業

②事 業 の 規 模 39,500 百万円

③従 業 員 数 243名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

別紙のとおり

(日 本工業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

排   出  量 t t

①現状 (これまでに実施した取組 )

・廃棄物の発生抑制に資する施工方法の採用

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

排   出  量 t t

②計画 (今後実施する予定の取組 )

・廃棄物の発生抑制に資する施工方法の採用

・発生抑制となる工法、技術の発注者への提案

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・解体工事における分別解体・分別排出の徹底

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・解体工事における分別解体、分別排出の徹底

・目標値を設定し、混合廃棄物を削減する

②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

①現状
自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

②計画
自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

(今後実施する予定の取組 )

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

自ら熱回収を行った
産 業廃 棄 物 の量

t t

①現状
自ら中間処ナ里により減量した

産 業 廃 棄 物 の 量
t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

自ら熱回収を行う
産 業廃 棄 物 の量

t t

②計画
自ら中間処ナ|〒により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
t t

(今後実施する予定の取組 )



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

①現状
自 ら埋 立 処 分 又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

②計画
自 ら埋 立 処 分 又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

t t

(今後実施する予定の取組 )

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (2022年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

全 処 理 委 託 量 t t

優良認定処理業者
への処理委託量

t t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

t t

①現状
認定熱回収業者
への処理委託量

t t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者
へ の 処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施した取組 )

・再資源化率の高い中間処理業者への委託



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり

全 処 理 委 託 量 t t

t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

・再資源化率の高い中間処理業者への委託

※事務処理欄



産業廃葉物(特別管理産業廃棄物)処理計画書 廃棄物の種類が複数ある場合この表を使用してください
(お願い:2種類までは計画書に記載することができますが、集計が便利になりますのでなるべくこの表に記載してください)

大分県 数字 (t)

別添内訳書

合計

28,34521

25,51069

000

000

0.00

0.00

0.00

000

0.00

0.00

28,34521

5,630.10

4,19745

000

000

25151069

2,551.07

25,51069

000

0.00

水銀使
用製品

廃棄物の排出の抑制に関する事項

3100

270

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関ずる事項

000

0.00

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0.00

000

0,00

0_00

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投棄処分に関する事項

000

000

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

300

300

0,00

0_00

0.00

270

0.27

2.70

000

000

廃油

0,00

0.00

0.00

000

0,00

000

0,00

000

000

000

000

0.00

000

000

0.00

0.00

000

000

000

000

混合
廃棄物

289.21

260.29

0,00

000

0.00

0100

000

000

0,00

0.00

289.21

27045

000

000

000

260.29

2603

26029

0,00

000

廃石膏
ボード

19410

17469

0.00

000

000

000

000

0.00

000

000

19410

3834

000

0,00

0.00

17469

1747

174.69

000

000

繊維
くず

0,00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

000

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

0.00

0.00

0.00

000

木くず

618.86

556.97

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

000

0.00

613.86

15598

5.79

0.00

0.00

55697

65,70

556.97

0.00

000

紙くず

193

174

0.00

000

0100

0.00

000

000

0.00

0.00

193

0.00

0,00

0.00

000

1,74

0,17

174

0.00

000

汚泥

0.00

000

000

000

000

000

000

0.00

000

000

0.00

000

0.00

000

000

000

000

000

000

000

石綿
含有

14040

126.36

000

000

000

000

000

000

0,00

0.00

140.40

000

000

0_00

000

12636

1264

12636

0.00

000

金属
くず

4,194.80

3,775.32

0.00

000

0.00

000

000

0.00

000

000

4,19480

4,16937

4,133.21

0.00

000

3,77532

37753

3,775,32

000

000

廃プラ

76.16

68.54

0,00

000

0.00

0.00

000

000

0.00

000

76.16

59,26

0.00

0.00

0.00

63.54

685

68.54

0.00

OЮ 0

力
・
ラス
ヨンクリート

陶磁器

385.05

346.55

0.00

000

0.00

0.00

000

000

0.00

000

385.05

368.45

5845

0.00

0.00

34655

3465

346.55

0.00

000

がれき類

22,44170

20,19753

0.00

0.00

000

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

22,44170

56525

0.00

000

0.00

20,19753

2,019.75

20,19753

0.00

000

排出量【A】

排出量【B】

自ら再生利用を行つた量【C】

自ら再生利用を行う量【D】

自ら熱回収を行つた量【E】

自ら中間処理により減量する量【F】

自ら熱回収を行つた量【G】

自ら中間処理により減量する量【H】

自ら埋立処分を行つた量【I】

自ら埋立処分を行う量【」】

全処理委託量【K】

内訳

内訳

内

内

全処理委託量【P】

内訳

内訳

内訳

内訳

①現状(2022年度実績)

②計画(2023年度目標)

①現状(2022年度実績)

②計画(2023年度目標)

⑦現状(2022年度実績)

②計画(2023年度目標)

①現状(2022年度実績)

②計画(2023年度目標)

①現状(2022年度実績)

②計画(2023年度目標)



④産業廃棄物の一連の処理の工程

廃菜物の種類 中間処理 再生品目・最終処分先

がれき類

・送別

コンクリートく及び ・選別

・選別・焼却

金属くず

・圧縮・切断
金属くず

埋立 (安定型 )

紙〈ず

焼成・焼却
ダンボール・吉紙

埋立 (管理型 )

木くず

焼却

木くす(チップ)
燃料

埋立 (管理型 )

繊維くず

焼却
燃料

埋立 (管理型 )

建設汚泥

固化・造粒・脱水・
1里戻材他

(管理型 )

混合廃棄物

分級・破砕 再生CR・

梱包

管理型 )

廃油

油水分離・選別
ファリレトプラント他

石脅粉・剥離紙
選 別

埋立 (管理型 )

廃石薔ボード



管理体制図

九州支店

安全環境部長

関係法令で定められた計画、届出及び報告書について

作業所の処理実績の集計 。関係行政機関への提出

廃棄物処理委託契約の確認・指導

建設廃棄物マニフェス トの交付管理の確認 。指導

建設副産物関係法規等の情報を工事部門へ周知

建設副産物の処理に関する教育 。指導

土本部長・建築部長

作業所における建設副産物処理計画の作成指導 。支援

廃棄物処理委託契約の締結

建設副産物関係法規等の情報を作業所へ周知

処理実績の集計・分析作業所の実施結果

建設副産物処理計画の作成

処理業者の調査と選定

関係法令で定められた計画、届出及び報告書の作成・提出

社員および協力会社の教育・指導

建設廃棄物マニフェス トの交付管理

処理実績の集計・報告

作業所長 (作業所環境管理責任者)

九州支店長

支店の分野方針、目的 。目標の設定

その推進、評価、見直し



福岡市中央区大名 1-3-10

福岡市中央区大名 1-8-10
提出者の住所

事業場の所在地

貴呂執行役員支店長  黒田

株式会社 安藤・間 九州支店

平成  2022  年度内容年度

提出者の名称

事業場の名称

シー ト

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

①

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

①

000

000

000

000

000

4,19745

⑫

000

000

000

000

000

000

000

579

000

000

000

4,13321

5845

000

000

000

000

000

4,16937

36845

000

56525

000

27045

000

300

3834

5,63010

①

000

000

000

000

000

5926

000

1559d

000

28,34521

⑩

000

000

000

000

000

7616

193

61886

000

000

000

4,19480

38505

000

22,44170

000

28921

14040

300

19410

委託先での処理状況

委託処理量のうち委託先毎の量

MLK」

委託

処理量
優良認定
処理業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
への処理
委託量

再生利用
業者への
処理
委託量

熱回収
認定業者
以外の熱
回収を行
う業者ヘ

の処理
委託量

N

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

自己中間
処理
減量化量

I

(E―F)

⑦

000

000

000

000

0,00

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

③

000

000

000

000

000

000

000

000

000

③

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

⑥

000

000

000

000

000

000

000

⑤

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

自己中間処理をする

HGFED

自己最終自己再生

処分量利用量

自己中間
処理後
残さ量

うち熱
回収量

自己中間
処理量

④

000

000

000

000

000

000

000

000

③

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

C

自己最終
処分量

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

000

自社内での処理状況
国 E3卜P IttJ控 4ζ し ′tト

B

自己再生
利用量

②

000

000

000

000

000

000

000

000

000

①

28,34521

000

000

000

000

000

7616

193

61886

000

000

000

4,19480

38505

000

22,44170

000

28921

14040

300

19410

排出量

A

動植物性残さ

ゴム(ず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器(ず

鉱さい

がれき類

ばいしん

混合廃棄物

石綿含有廃棄物

廃蛍光灯

廃石青ボード

合 計

廃棄物の種類

施行規則様式との対応関係→

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラステック

紙〈ず

木くず

繊維くず


